
 

令和 7年度 茨城県高次脳機能障害者支援従事者研修会 次第 

時間 内容 

13:30 受付開始 

14:０0 開会挨拶  

14:10～ 

15:４0 

講演：文筆家 鈴木大介先生 

～急性期・回復期病棟で当事者が求める「与える支援ではなく“奪わない

支援”とは何か」～ 

 

質疑応答 

16:０0 閉会 

 

 

【講師プロフィール】 鈴木大介先生 

子どもや女性、若者の貧困問題をテーマにした取材活動をし『最貧困女子』（幻冬舎）などを代表

作とするルポライターだったが、2015 年に脳梗塞を発症。その後は高次脳機能障害者としての

自身を取材した闘病記『脳が壊れた』『脳は回復する』（いずれも新潮社）や夫婦での障害受容を

描いた『されど愛しきお妻様』（講談社）などを出版。援助職全般向けの指南書『「脳コワ」さん支援

ガイド』（医学書院）にて日本医学ジャーナリスト協会賞大賞を受賞。最新刊に『貧困と脳 「働か

ない」のではなく「働けない」』（幻冬舎新書）。 

    


